  板書計画等を含め、３ページで作成して下さい。                             　　　　　　　　　　　　　
  板書計画等を含め、３ページで作成して下さい。                             　　　　　　　　　　　　　
 (
※
特別活動は平成
30
年度
より先行実施となります。
　
　
　
は、
留意
事項です。
) 学 級 活 動 (2),(3)
 (
【
学級活動(2),
(3)
】
学級での
話合いを生かして自己の
課題
の解決及び将来の生き方を描くために意思決定して実践したりする一連の活動
を示して
いる。
) (
H30
_那覇市様式
)第○学年　学級活動指導案
平成　年　　月　　日（　）　校時
                                                                  　　　年 　組　　 計　　名
                                                                  　指導者　○○　○○　　　

年間指導計画　(　　)学年　○月議題　学級活動(２)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全　
　　　　　　　　　　　　　　　　又は学級活動(３)一人一人のキャリア形成と自己実現

１　題材 　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　          学級活動の内容(　)　　※例：学級活動の内容(３)イ
                      
 (
　
児童
生徒が
自己の課題として真剣にとらえ、目標や方法など
を
意思決定できるように、学級生活における児童の実態から、この
題材を
取り上げる必要性など、
教師の
題材
観
、指導観についてまとめ
る
。
　
必要に応じて、各教科、道徳科及び総合的な学習の時間との関連を図った計画的措置や学年段階、発達の段階に
即した系統的な指導にかかわる配慮事項などについても記述
する
。
)２　題材について　
 （１）児童の実態






 （２）題材設定の理由
 (
【 
題材
 】
教師が下記
の活動で取り上げたいことをあらかじめ年間指導計画に即して設定した
ものを
｢題材｣と称
する
。
・
学級活動（２）
･･･
現在の生活上の
課題
・学級活動（
３）
･･･
現在及び将来を見通した生活や学習に関する課題
)






３　第○学年及び第○学年の学級活動(2)の評価規準　※評価は現行学習指導要領に準じて行う。
	集団活動や生活への
関心・意欲・態度
	集団の一員としての
思考・判断・実践
	集団活動や生活についての
知識・理解

	
　



	
 



	
 




	
	
	



４　事前の指導
	

	日時
	児童（生徒）の活動
	指導上の留意点
	目指す児童生徒の姿と
評価方法

	事前の活動
	
○月○日（　）
 （昼休み）
 
	
 (
（
例）
・
題材を知る
・
アンケート調査し、結果をまとめる。
・
自分の考えについて考えておく。
)


	 (
「問題の
提示
」から「事後指導」までの活動
内容
について記述
。
)



	
 (
　
本時の活動の中で、どのようにめざす
児童生徒像
が位置付けられている
かが
わかるように書
く
。
)



	
	
○月○日（　）
（第○校時）




	






	 (
　
児童生徒が活動を行う上で、資料や活動の場づくり、グループでの話合い、ティームティーチング、
ゲスト
ティーチャー、簡単な実験、体験談を聞くなど
の
工夫をする点を記述する。
)






	







	

本時

	〈話合い活動〉
○月○日（　）
（第○校時）
【学級全員】

	
※集団思考を生かした個人目標の意思決定


	
※本時の展開参照



	





	
	
	
	
	



 (
　自他との
かかわりの中で、個人の課題を踏まえ、どんな意思決定ができるようにしたいのか
指導の
ねらいを端的に記述
する
。
)５　本時の展開
 （１) 本時のねらい
 (
　
本時の授業のどこで、どのような指導の在り方や方法を提案しようとしているのか、学習指導要領を踏まえ
て
簡潔にまとめ
る
。
)

 （２）授業の工夫（経年研修は授業仮説）
 (
教材研究や授業展開に沿ってマイノートを活用し、検討しましょう。
)      　（授業仮説の表現例）
　　　「〇〇〇において、〇〇〇すれば、〇〇〇になるであろう。」
　　　　場・内容の限定　　投入方法　　　期待される効果
　　　　　　　　　　　　方法・手立て　　ねらい・めざす子ども
 （３）展開　
	段階
	話合いの順序

	指導上の留意点
〇教師の手立て　□児童生徒の反応
	目指す児童生徒の姿と
評価方法

	導　入（　　）分
	
１ 題材について確認


２ 話合いのめあての確認　


３ 教師の話

	

 (
　
課題の現状、事実などを明らかにするグラフ、アンケート調査、実態調査の
結果
、映像など
の
資料があれば記述する
。
)






	 (
　
「十分満足できる活動の状況」を的確に
見取るため、具体的な児童生徒の姿をいくつか想定して記述
する
。
)









	
	
	
	

	展　開（　　）分
	
４ 話合い
 (
※
話し合うことを記述する。
)
 





	
・共通に解決すべき問題としての意識の共有
・自分の問題や状況から目標や方法を決定







	










	終　末（　　）分
	
５ 意思決定 



６ 話合いの振り返り


７ 先生の話


	 (
　
【
意思決定
】
話合いを
通して自分の考えを広げ
たり、課題について多面的・
多角的
に考えたりして自分に
合った
解決方法を自分で決める
こと。
)





 (
　話合い
活動を通して、友達の考えと自分の考えを比較しながら、自身の考えを明確にしていく姿を記述する。
)



	









	
	
	
	



６　事後の指導
	日時
	児童の活動
	指導上の留意点
	目指す児童の姿と評価方法

	
○月○日（　）

	
 (
　実践化
に向けて意欲
化
を図るための活動、
意思決定
したことの見直すための活動、ある
一定期間
実行後に振り返り
・
まとめるための活動
、
さらなる活動へ発展させるための指導、そのことによる成果などが実感できるようにするための活動などについて記述する。
)

	


	



	
○月○日（　）


	



	



	




	
	
	
	


 
[bookmark: _GoBack]７　板書計画等（写真も可・項目だけでなく、実際に板書することを書く・ICT機器の活用について）


